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【調査研究の概要】

北海道の紋別市内を流れるモベツ川の支流、豊丘川の水源域に管理型産業廃棄物最終処分場が建設され、2012年8

月には操業を開始した。この地区は、かつてコタン（集落）が形成されていたアイヌ民族にとって重要な土地であり、

現在もモベツ川の河口部では、地元のアイヌ民族によってカムイチェップ・ノミ（サケを迎える儀式）が行なわれて

いる。当ネットワークは、紋別の自然環境の保全・活用を通して、アイヌ民族の権利回復を推進していくことを目的

に結成されたが、産廃処分場の操業によりアイヌ民族にとって特別な意味をもつサケの遡上する河川環境に影響が出

ることを懸念している。今回の調査は、①モベツ川および豊丘川における野生サケの遡上・産卵を立証すること、②

その水質調査を行なうことで産廃処分場の建設・操業が河川環境に与える影響を明らかにすること、③地元住民や関

係者からの聞き取り・文献調査から当該地域の歴史的、文化的価値を明らかにすること、を目的として実施している。

【調査研究の経過】

2012 年 8 月：リテック社（産廃業者）に処分場の営業許可がおりる

9 月：モベツ川河口にてカムイチェップ・ノミ開催、産廃処分場へ

の立ち入り検査の実施、モベツ川水系水質調査の実施

11 月：モベツ川水系水質調査、サケ遡上観察調査の実施、地元関

係者からの聞き取り

2013 年 2 月：紋別にて、関係者間の話し合い、関係者からの聞き取

り調査

豊丘川水源

域に完成し

た産業廃棄

物最終処分

場（2012 年

9 月撮影）

【今後の展望など】

・操業を開始した産廃処分場については引き続き水質調査を継続していくとともに、公害防止協定の締結によって得

られた調査結果の取得や立ち入り検査の権利を活用し、監視を継続していく。

・水質調査の結果、既存の一般廃棄物処分場や近隣のゴルフ場（元丘川）、旧鴻之舞金山の沈殿池からの汚水（モベツ

川）などが水質に悪影響を及ぼしている現状が確認された。新設の産廃処分場の影響と合わせ、これらの改善を求

めていく必要がある。

・野生サケについては、いまだに科学的な検証ができていないものの、11 月の調査では豊丘川においてサケの遡上と

ともに産卵床も確認されており、野生種のサケが生育していることはほぼ確実であるため、専門家などのサポート

を得て検証をすすめていきたい。
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